
巻 頭 特 集 巻
頭
特
集

け
ん
こ
う
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

ざ
っ
く
ボ
ラ
ン

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
案
内
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

12
月
の
お
知
ら
せ

宇
美
町
か
ら
の

お
知
ら
せ

巻
頭
特
集

け
ん
こ
う
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

ざ
っ
く
ボ
ラ
ン

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
案
内
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

12
月
の
お
知
ら
せ

宇
美
町
か
ら
の

お
知
ら
せ

2広報うみ
（平成27年11月）

広報うみ
（平成27年11月）

3

100

110

120

41,000

40,000

39,000

38,000

37,000

42,000

H22 H23 H24 H25 H26H22 H23 H24 H25 H26

H22 H23 H24 H25 H26

H22 H23 H24 H25 H26

H22 H23 H24 H25 H26

H22 H23 H24 H25 H26

100

120

0

5

10

15

20

25

30

35

40

5

10

15

20

25

30

35

40

5

10

15

20

25

80

90

100

問い合わせ 政策経営課　☎９３４－２２４７

　平成26年度の一般会計・特別会計（国保・後期・下水道）及び上水道事業会計の決算が、町議会9月定例会で認定されました。

　平成26年度も前年度に引き続いて、歳入においては最終処分場2期整備工事の実施に伴い国庫支出金や町債が増加し、

歳出においても同工事の実施に伴う投資的経費の増などにより、歳入・歳出ともに前年度決算額を上回っています。

　一般会計の歳入歳出差引額は3億2,347万3千円で、翌年度へ繰り越すべき財源3,825万6千円を差し引いた実質収支
は、2億8,521万7千円の黒字となりました。
　しかしながら、町の貯金に当たる一般会計の積立金残高は17億3,228万円で、平成21年度末以来5年ぶりに対前年度末

から減少し、依然として低い水準が続いています。

　また、町の借金に当たる一般会計の町債残高は100億8,700万円で、平成22年度末以来4年ぶりに100億円の大台を突

破しました。

特別会計決算額
（特定の事業を行うために一般会計と区別して処理する会計です。）

一般会計歳入・歳出決算額の推移 人口と町民1人当たり歳出決算額の推移

主な歳入の推移

経常収支比率の推移 主な性質別歳出の推移

目的別歳出の推移 公営企業会計決算額
（自治体でも法律で収益が認められている公営企業の会計です。）

会計名（事業名）

上
水
道
事
業
会
計

歳入
収益的収支（水道料金などでの収支）

資本的収支（施設建設などでの収支）

歳出 歳入歳出差引額

国民健康保険
特別会計

後期高齢者医療
特別会計

流域関連公共下水道事業
特別会計

収益的収入

収益的支出

収支差引

資本的収入

資本的支出

収支差引

6億6,484万4千円

6億8,257万7千円

△1,773万3千円

1,694万2千円

2億5,430万2千円

△2億3,736万円

42億8,587万4千円

3億6,593万5千円

12億6,079万円

44億3,303万7千円

3億5,311万6千円

12億4,290万1千円

△1億4,716万3千円

1,281万9千円

1,788万9千円

町税(30.3%)
35億548万7千円 
町税(30.3%)
35億548万7千円 

繰越金(3.4%)
3億9,069万2千円
繰越金(3.4%)
3億9,069万2千円

繰入金(3.3%) 
3億8,240万8千円
繰入金(3.3%) 
3億8,240万8千円

使用料及び手数料(2.7%) 
3億1,010万5千円 
使用料及び手数料(2.7%) 
3億1,010万5千円 

分担金・負担金・寄附金(2.4%)
2億7,719万6千円
分担金・負担金・寄附金(2.4%)
2億7,719万6千円

諸収入(0.8%)
8,935万1千円
諸収入(0.8%)
8,935万1千円

財産収入(0.3%)
3,198万4千円
財産収入(0.3%)
3,198万4千円

115億
5,707万
9千円

115億
5,707万
9千円

地方交付税(24.4%)
28億1,959万4千円
地方交付税(24.4%)
28億1,959万4千円

国庫支出金(11.5%)
13億2,626万8千円
国庫支出金(11.5%)
13億2,626万8千円

自
主
財
源

自
主
財
源

43.2%43.2%

依
存
財
源

依
存
財
源
56.8%56.8%

県支出金(5.9%)
6億8,952万3千円
県支出金(5.9%)
6億8,952万3千円

町債(10.0%)
11億5,537万円
町債(10.0%)
11億5,537万円

地方譲与税・交付金(5.0%)
5億7,910万1千円
地方譲与税・交付金(5.0%)
5億7,910万1千円

総務費(11.2%)
12億5,685万9千円 
総務費(11.2%)
12億5,685万9千円 

一般会計歳出の状況一般会計歳出の状況 一般会計歳入の状況一般会計歳入の状況

教育費(9.6%)
10億7,285万7千円
教育費(9.6%)
10億7,285万7千円

公債費(9.2%)
10億2,844万7千円
公債費(9.2%)
10億2,844万7千円

土木費(9.0%)
10億616万円
土木費(9.0%)
10億616万円

消防費(4.1%)
4億6,390万3千円
消防費(4.1%)
4億6,390万3千円

諸支出金(1.2%)
1億3,516万4千円
諸支出金(1.2%)
1億3,516万4千円

農林水産業費(1.1%)
1億2,473万7千円
農林水産業費(1.1%)
1億2,473万7千円

議会費(1.0%)
1億1,593万3千円
議会費(1.0%)
1億1,593万3千円

112億
3,360万
6千円

112億
3,360万
6千円

（単位：億円）（単位：%）

（単位：億円）（単位：億円）

（単位：億円） （単位：人）

宇美町
糟屋地区他6町平均

町税
地方交付税
町債
繰入金

民生費
衛生費
総務費
教育費

人件費
物件費
扶助費
普通建設事業費

※千万円単位未満四捨五入
※主要財源の町税が4年連続で対前年度比増となった一方で、貯金取崩しに
　当たる繰入金が、H21以来5年ぶりに3億円を超えました。

※歳入・歳出ともに地方財政状況調査より

※千万円単位未満四捨五入 ※千万円単位未満四捨五入

人口（４月１日現在）
町民1人当たり歳出決算額（円）歳入

歳出

38,088

267,915

38,114

265,798

38,162

265,279

37,923

283,492

37,820

297,028

33.3 33.7 34.2 34.4 35.1

27.0
28.6 29.3 29.2 28.2

1.5 1.9 1.0 1.6
3.8

9.3
7.3 6.6

11.2 11.6

19.119.1
20.420.4 20.420.4 19.919.9 19.619.6

15.415.4

15.015.0

16.116.1

15.815.8

16.716.7
17.917.9 19.219.2

18.118.1

5.85.8

15.915.9 16.216.2

9.79.7

5.95.9

8.48.4

13.913.9

92.0

94.5
93.5 93.4

97.5

85.5 86.0 86.1
87.4

89.2

33.033.0
34.834.8 35.535.5 36.436.4

38.738.7

12.512.5

11.311.3
11.711.7

14.614.6

12.712.7

9.89.8

14.314.3

13.013.0
9.99.9

18.718.7

14.914.9

9.49.4

20.820.8

10.710.7
12.612.6

105.3
106.2

105.0

111.4

115.6

101.3
102.0

101.2

107.5

112.3

※千万円単位未満四捨五入
※性質別歳出は、地方財政状況調査要領によります。

平成26年度

決 算 報 告

民生費(34.4%)
38億6,737万8千円 
民生費(34.4%)
38億6,737万8千円 

衛生費(18.5%)
20億8,372万3千円
衛生費(18.5%)
20億8,372万3千円

災害復旧費(0.5%)
5,925万4千円
災害復旧費(0.5%)
5,925万4千円

商工費(0.2%)
1,919万1千円
商工費(0.2%)
1,919万1千円

※千万円単位未満四捨五入
・H26に民生費が増となっているのは、臨時福祉給付金等給付事業費
による増が主なものです。

・H25～H26に衛生費が増となっているのは、最終処分場2期整備事
業による増が主なものです。

※経常収支比率：経常経費に使われた一般財源の経常一般財源収入（毎
年度連続して収入される使途が特定されない収入）に対する割合で、
数値が低いほど弾力的な財政運営ができる団体といえます。

※昨年度まで2年連続で改善していましたが、H26は過去最悪であっ
た H20 の 96.2 を 1.3 ポイント上回る数値にまで上昇し、財政の
硬直化が進んでいます。

※糟屋地区他6町（志免町・須恵町・粕屋町・篠栗町・久山町・新宮町）
の平均は、単純平均です。（以下「健全化判断比率」においても同様）


